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JSPSアジア研究教育拠点事業物質・
光・理論分子科学フロンティア第一
回冬の学校は分子科学研究所（IMS）、
中国科学院化学研究所（ICCAS）、韓
国科学技術高等研究所（KAIST）、台
湾中央研究院原子分子科学研究所
（IAMS）の共催で、12月5日から9日
にわたって、中国・北京の中国科学院
化学研究所において行われた。今回の
冬の学校は本拠点事業発足後の第一回
目の会合にあたり、開校の挨拶を兼ね
て、中村所長をはじめ4研究所の各所
長から、各々の研究所に関する紹介
が行われた。次いで IMSから小川教
授、岡崎教授、菱川助教授が参加し、
他にKAISTから2名、IAMSから3名、
ICCASから3名の講師を迎えて、若手
の参加者向けに計11件の講義が行わ
れた。また参加した若手研究者による
ポスター発表と、ポスターの内容を紹
介する3分間の口頭発表が、IMSから
17名、KAISTから8名、IAMSから5

名、ICCASから36名が参加して行わ
れ、参加者が93名になった。当コア
プログラムは、日中韓台の４拠点研究
所を中心に、国際交流を活発にし、ア
ジアに分子科学の一大潮流を起こせる
ような人材を養成することを目的とし
ている。この観点から、冬の学校は、
学生を中心とした若手研究者に分子科
学の現状を伝え、もって新分野を創出
するための契機と位置づけられる。さ
らに4国間の若手研究者に積極的に交
流する場を与え、将来的にアジアにお

いて活発な人的交流、情報交流
を担える人材の育成も目標の一
環である。
本冬の学校は、「物質、光、理論科
学の最前線」をテーマに行われた。物
質科学に関しては、小川教授が「分子
エレクトロニクスのための有機ナノ
構造の構築」というタイトルで、ナノ
テクノロジーの基礎から、点接触電
荷イメージング原子間力顕微鏡（PCI-

AFM）を用いたカーボンナノチューブ
やポルフィリンによるナノ物性とい
う、同グループの最新の研究成果まで
を講義された。また IAMSのWang教
授は「強制自己集積化により構築され
た単分散ナノ構造体の整列」という演
題で、シリコンなどの基板上にGa原
子などを自己集積化して形成された２
次元パターンに関して、多数のSTM

像などを駆使して解説された。さら
にKAISTのChoi教授は「センサーの
ためのナノ構造」と題して、金微粒子
や量子ドットを使ったバイオセンサー
などの応用に関して、内外の最新の研
究成果を門外漢にも理解しやすいよう
に講義された。また ICCASのLiu教授
は、「カーボンナノチューブの大量合
成と電子デバイス」というタイトルで、
窒素などを含んだ新たなカーボンナノ
チューブの合成、カーボンナノチュー
ブの膜などへの集積化、さらにはそれ
らを用いた電子デバイスの製造に関し
て講演された。
光科学に関しては、菱川助教授が「強

光子場中の分子」という演題で、強光
子場中の分子の振る舞いや、高強度の
レーザーによる化学反応の制御に関し
て、美しいスライドを使って講義され
た。また ICCASのYang教授が「有機
光物理と高圧効果」と題して、初めに
光科学の重要性に関して基礎から丁寧
に解説された後、高圧下の光反応など
に関して、ご自身の研究成果を含めて
講演された。
理論科学に関しては、岡崎教授が「分
子動力計算――古典系から量子ダイナ
ミクスまで」というタイトルで、ミセ
ルやタンパク、また水素移動などの複
雑な系に関して分子の動きを理論的に
解析する方法について講義された。ま
たKAISTのLee教授が「確率論的力学
系の理論的研究および数値解析」とい
うタイトルで、確率論的な振る舞いを
するバイオナノマシンなどへの応用が
可能な、理論的解析に関して、ノイズ
などを含めた数値解析に基づき解説さ
れた。また IAMSのLi教授は「分散力
の理論およびその結晶表面での分子集
積化への応用」と題して、結晶表面上
に自己集積化する分子の理論的考察を、
ファン・デル・ワールス相互作用や分
散力というキーワードを駆使して講演
された。さらに ICCASのShuai教授は
「高電子移動度を持つ有機機能性材料
設計の理論的アプローチ」というタイ
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トルで、導電性有機物や導電性結晶に
関して理論計算に基づく分子設計の
指針を解説された。また IAMSのYang

教授は「隣接アミノ酸の相互作用」と
いうタイトルで、分子動力場計算をポ
リペプチドに応用し、その結果を電子
移動などの実験事実と比較、考察した
内容を講義された。
講義に引き続いて、若手研究者から
自己紹介代わりに3分間のポスター紹
介が行われた。その後、2時間に渡っ
て、67件のポスター発表が行われた。
ポスターの内容は、光科学、レーザー
科学、有機合成、錯体化学、ナノ科学、
材料科学、生体分子、理論科学、高分
子化学、超分子科学、電気化学と、非
常に多岐に及んでおり、自分の専門外
の分野に関して知見を深める契機に
なったと考えられる。全体として若手
研究者同士の活発な議論が行われて
いた印象である。

アンケートの集計によると、分野の
異なる参加者が多かったために、講義
ではもう少し基礎的な部分の解説を
望む意見が多かった。また他国間の学
生同士のコミュニケーション不足を
指摘する旨も多数見られた。この点に
関しては、他国間の学生を、あえて同
部屋に宿泊させるなどの工夫を含め
て、今後の検討を要する。が、全体と
して多くの参加者が講義の内容にも
満足し、今回の冬の学校の趣旨にも賛
同して、来年以降2回目の開催を希望
していた。

（江　東林　記）

  
The 1st Winter School of JSPS ASIAN CORE Program in Beijing
for Frontiers of Materials, Photo, and Theoretical Molecular Sciences

December 5, 2006 (Guest House of CAS)
11:00-18:00 Registration
18:00  Reception

December 6, 2006 (The Conference Hall of ICCAS)
Chairman Ming-Hua Liu (ICCCAS)
08:00-09:00 Opening remarks and Introduction of ICCAS, IMS, KAIST and IAMS
  Li-Jun Wan, Hiroki Nakamura, Yoon Sup Lee, and Yuh-Lin Wang
09:00-10:00 Construction of Organic Nano-structures for Molecular Electronics
  Takuji Ogawa, IMS
10:00-10:25 Gathering picture and coffee break

Chairman Hiroki Nakamura (IMS)
10:25-11:25 Theoretical and Numerical studies on Stochastic Dynamical Systems
  Eok Kyun Lee (KAIST)
11:25-12:25 Ordered Arrays of Monodispersed Nanostructures Fabricated by Constrained Self-
Organization
  Yuh-Lin Wang (IAMS)
12:25-13:30 Lunch

Chairman Kenji Ohmori (IMS)
13:30-14:30 Organic Photophysics and High Pressure Effects
  Guo-Qiang Yang (ICCAS)
14:30-15:30 Molecules in Few-Cycle Intense Laser Fields
  Akiyoshi Hishikawa (IMS)
15:30-15:45 Coffee Break

Chairman Yoon Sup Lee (KAIST)
15:45-15:55 Brief Introduction of Posters:  3 Minutes Each/3 Persons
15:55-16:55 Nanomaterials for Sensors
  Insung S. Choi (KAIST)
16:55-17:55 Theory of Dispersion Forces and its Application to Molecular Assemblies on a  
  Crystalline Surface
  Je-Luen Li (IAMS)
18:00  Dinner

December 7, 2006 (The Conference Hall of ICCAS)
Chairman Yuh-Lin Wang, IAMS 
08:30-09:30 Theoretical Approach to Design Organic Functional Materials with High Mobility
  Zhi-Gang Shuai (ICCAS)
09:30-10:30 Molecular Dynamics Calculation - from Classical System to Quantum Dynamics
  Susumu Okazaki (IMS)
10:30-10:45 Gathering picture and coffee break

Chairman Li-Jun Wan (ICCAS)
10:45-11:45 Preparation and Electronic Devices of Carbon Nanotubes
  Yun-Qi Liu (ICCAS)
11:45-13:00 Lunch
13:30-17:30 Visiting
18:00  Dinner

December 8, 2006, The Conference Hall of ICCAS
Chairman Sang Kyu Kim (KAIST)
08:30-09:30 Interaction of Adjacent Amino Acids
  Dah-Yen Yang (IAMS)
09:30-10:30 Brief Introduction of Posters:  3 Minutes Each/20 Persons
10:30-10:45 Coffee break

Chairman Dong-Lin Jiang (IMS)
10:45-12:00 Brief introduction of posters 3 minutes each/24 persons
12:00-13:00 Lunch
13:00-14:00 Visiting of Exhibition Room, labs of ICCAS

Chairman Dong-Lin Jiang (IMS)
14:00-15:00 Brief Introduction of Posters:  3 minutes Each/20 Persons
15:00-15:15 Coffee break
15:15-17:00 Poster Exhibition (Room 101, 3rd Building of ICCAS)
18:00  Banquet

December 9, 2006  Leaving


